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衆
議
院
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員
橫
山
利
秋
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提
出
港
湾
行
政
の
合
理
化
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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三 

衆
議
院
議
員
橫
山
利
秋
君
提
出
港
湾
行
政
の
合
理
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

昭
和
二
十
四
年
行
政
管
理
庁
が
中
心
と
な
り
、
関
係
各
省
の
意
見
及
び
行
政
制
度
審
議
会
の
答
申
（
港
湾
運

営
計
画
書
）
を
参
考
と
し
て
「
港
湾
運
営
計
画
書
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
き
港
湾
法
案
を
第
七
回
国
会
に
提
出

し
、
そ
の
成
立
を
み
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
、
管
理
及
び
運
営
は
、
一
元
的
に
港
湾
管
理

者
を
し
て
行
わ
し
め
る
こ
と
と
な
つ
た
。 

第
四
次
吉
田
内
閣
に
お
い
て
は
、
行
政
機
構
の
簡
素
合
理
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
内
閣

に
臨
時
行
政
改
革
本
部
を
設
け
、
各
省
庁
の
機
構
に
つ
い
て
全
面
的
な
検
討
を
行
つ
た
。
そ
の
際
、
港
湾
行
政

の
合
理
化
に
関
し
て
は
、
検
疫
所
、
動
物
検
疫
所
及
び
植
物
防
疫
所
を
税
関
に
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

が
加
え
ら
れ
た
が
、
具
体
的
な
措
置
を
と
る
ま
で
に
至
ら
な
か
つ
た
。 

二 

各
方
面
か
ら
の
陳
情
、
建
議
等
の
取
扱
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

1 

昭
和
三
十
年
六
月
、
日
本
船
主
協
会
等
か
ら
な
さ
れ
た
船
舶
の
入
出
港
届
等
の
書
式
の
統
一
に
関
す
る
陳 



三 

さ
し
あ
た
り
、
各
港
湾
に
お
け
る
関
係
機
関
の
連
絡
を
密
に
し
、
さ
ら
に
手
続
の
簡
素
化
、
事
務
の
能
率 

化
、
合
同
庁
舎
の
建
設
等(

昭
和
三
十
三
年
度
神
戸
港
、
若
松
港)

に
つ
い
て
今
後
と
も
努
力
を
重
ね
る
所
存
で 

3 

昭
和
三
十
三
年
三
月
、
日
本
船
主
協
会
等
か
ら
な
さ
れ
た
港
湾
行
政
機
構
及
び
港
湾
施
設
の
改
善
並
び
に

運
営
の
合
理
化
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
目
下
、
慎
重
に
検
討
中
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
港
湾
施
設

の
改
善
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
主
要
港
湾
に
お
け
る
施
設
を
整
備
す
べ
く
、
諸
般
の
準
備
を
す
す
め
て
い 

る
。 

2 

各
機
関
の
距
離
が
は
な
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
不
便
の
解
消
に
つ
い
て
の
要
望
に
対
し
て
は
、
窓
口
の
集

約
化
を
は
じ
め
、
合
同
庁
舎
の
建
設
に
努
力
し
、
す
で
に
名
瀬
港
及
び
室
蘭
港
に
お
い
て
は
、
そ
の
建
設
を

み
た
。 

情
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
望
に
沿
い
昭
和
三
十
一
年
か
ら
実
施
し
、
そ
の
他
の
手
続
の
面
に
お
い
て
も
簡
素

化
を
行
つ
た
。 

四 

 



四 

港
湾
行
政
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
実
情
に
即
し
て
、
こ
れ
ら
の
機
構
及
び
運
営
を
で
き
る
だ
け
簡
素
化 

し
、
そ
の
能
率
を
た
か
め
、
国
民
の
利
便
に
資
す
る
よ
う
い
つ
そ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。 

五 

港
湾
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
産
業
立
地
条
件
整
備
の
一
環
と
し
て
、
三
十
二
年
度
以
降
予
算
の
重
点
的
増
額

を
行
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
長
期
経
済
計
画
に
適
応
し
た
投
資
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。 

御
質
問
の
特
別
会
計
の
設
置
は
、
港
湾
投
資
の
体
制
の
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
投
資
を
す
す
め
て
ゆ
く
場
合

に
、
い
か
な
る
体
制
が
最
も
効
率
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
、
会
計
制
度
の
面
か
ら
も
慎
重
に
検
討
し

た
う
え
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
経
済
基
盤
強
化
に
関
す
る
資
金
及
び
特
別
の
法
人
の
基
金
に
関

す
る
法
律
は
、
今
特
別
国
会
に
お
い
て
成
立
を
期
し
て
い
る
が
、
資
金
は
三
十
三
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方
に

沿
つ
て
当
面
棚
上
げ
を
予
定
し
て
お
り
、
目
下
の
と
こ
ろ
補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
将

来
こ
の
資
金
を
使
用
す
る
こ
と
を
妥
当
と
す
る
経
済
事
態
が
釀
成
さ
れ
た
と
き
は
、
一
般
財
源
の
状
況
を
も 

あ
る
。 

五 

 



 

六 

に
ら
み
合
わ
せ
た
上
、
道
路
の
整
備
等
同
法
の
規
定
す
る
使
途
と
合
わ
せ
て
港
湾
整
備
に
対
す
る
資
金
の
充
当

に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




